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電気で進む南極観測船
砕氷艦しらせ

日本一
大きい!

「しらせ」って
電気で進むの！？

エッ、

ビックリ！これが「しらせ」電気推進のしくみだ！

ディーゼルエンジン（左）と主発電機（上）。こ
の発電機（出力7400kW×4台）で推進装置
と艦内の全電力をまかなうことができるゾ！

変圧器には「高電圧」の赤い文字が。

向かって右側が
コンバーター、
左側がインバー
ター装置。

ディーゼルエンジンで発電機を回し、交流の電気をつくる。 つくった電気の高電圧（6600V）を、次の電力変
換器に適した電圧（1050V）に下げる。

コンバーターで交流の電気を直流に変
換。それをインバーター（制御装置）で
交流に変換し、電圧や周波数を調整し
てモーターの回転数とトルク（回ろうと

する力）を
コントロー
ルする。

インバーター制御で
モーターを回し、軸
の先端に固定した
プロペラ（左右の軸
に2個）を回転させ
て前進・後進する。

❶発電機 ❸電力変換器 ❹推進用電動機
 （モーター）

❷変圧器

パワフルな電動機は1軸
に2台（ 計4台 ）。 手 前
の軸の先に4枚羽のプロ
ペラを回転させる。

案内してくださった海上自衛隊横須賀地方総監部の関川覚3佐
（中央）、柴田靖雄1尉（右）、杉原宣勝曹長（左）。しらせの電
気設備のメンテナンスは、すべて訓練を受けた隊員たちで行うのだ。

艦橋（ブリッジ）
幅28mの 広 い 艦
橋。手前のモニター
はジャイロコンパスか
らの信号で船の傾き
を表示。

ヒーリング装置
万一、砕氷中に身動きが取れな
くなったら、船底の左右にあるタン
ク内の燃料をヒーリングポンプ（写
真右）で一気に移動させ、船を左
右に揺さぶって自力で脱出！

艦橋の中央にある操舵機。右
側の舵輪（丸いハンドル）で舵を
取り、左側のパネルのボタンを押
して速力を変えたり前後進する。

操縦室
発電機やモーターを制御する計器がいっぱい。
ここから船の操縦もできるゾ！

広～い！

ナルホド！
安全に効率よく氷を割って

進むために、電気推進方式
を

採用しているんだ。

「しらせ」って日本が誇る最
先

端の電気技術の結晶なんだ
ね！

しらせ 3万馬力
＝乗用車※1 約260台分
しらせ 出力約2万2500kW
＝電車※2 約15両編成分
※1 国産乗用車（1.5ℓ自然吸気エンジン）
※2 10両編成通勤電車（4M6T）

「しらせ」のパワーを
比べてみよう！
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　今年も昭和基地に向けて出航した海上自衛隊の砕氷
艦「しらせ」。南極海の氷を割りながら進む巨大な船
は、実は電気の力で動いてるって知ってた？　その驚
きのしくみを探るべく、オレンジ色の巨体の深部に潜
入だ！（カラー写真は１１ページに掲載）
協力／パワーアカデミー　取材協力／海上自衛隊
取材・文／戸村悦子　撮影／飯島 裕

氷海をゆく砕氷艦「しらせ（AGB 
5003）」。全長138ｍ、重さ1万
2650ｔは砕氷船として世界最大
級！　　艦内に生ゴミ処理設備や排
水処理設備をもつ＂エコ・シップ＂だ。

「しらせ」の艦内に潜入！
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